
普天間基地は米国へ、県内移設に反対です。
辺野古移転で日米政府が再合意
　日米両国政府は５月２８日、沖縄県宜野湾市にある海兵隊普天間基地の移設先を、名護市の辺

野古とする合意文書を発表しました。鳩山首相は就任以来、普天間基地の移設先は沖縄県内で

はなく、「できれば国外、最低でも県外」にすると発言してきました。

　しかし辺野古での新基地建設に固執する米国の圧力や、米国の意思を受けた外務省・防衛省

の前に、残念ながら屈してしまったのです。鳩山さんは総理を辞任し、新しい総理には菅直人

さんが選ばれましたが、菅さんも辺野古新基地建設を推進すると表明しています。

　日米政府が新基地建設に合意したのは、１９９６年です。しかし辺野古の住民をはじめ多くの

沖縄県民が反対し、１３年間経っても基地建設に着手することができませんでした。民主党政権

になって、沖縄の状況が変わったわけではありません。民主党政権が米国へ約束した辺野古で

の新基地建設は、実現できない「から約束」になります。

　沖縄の人々は、日々、米軍の訓練による被害や、米兵犯罪の被害を受けています。このまま

では、反米軍感情は高まるばかりです。日米の友好関係を考えるならば、本当に必要なことは、

「から約束」を積み重ねることではなく、沖縄の米軍基地を縮小することではないでしょうか。

●海兵隊普天間基地（上）。ヘリコプターや空中給油機な
ど約６０機が駐留している。宜野湾市の中心にあり、市面
積の約２５％を占める。ひどいときには民家の上空を、３０
秒おきにヘリコプターが通過する。また飛行訓練は早朝や
深夜にも行われ、周辺住民の生活を破壊している。
●２００４年８月、普天間基地を離陸したヘリコプターが、
隣接する沖縄国際大学に墜落した。炎上したヘリコプター
は、大学の校舎を焼いた（下）。墜落の原因は整備不良で
あった。

とまらない米兵犯罪
●米兵少年、起訴事実認める　タクシー強盗（沖縄タイムス５月２５日）
（前略）検察側の冒頭陳述によると、事件当時、補給部隊に所属していた少年は、特殊部隊への異動

を希望し、行動力があることを上官にアピールしようと、強盗を計画。同基地に配備された際に、上

官から県内で米軍人によるタクシー強盗が多発していると注意を受けたことから、「タクシー強盗が

そんなに多くあるなら簡単にできる」と思い立ったとした。（後略）

●米兵、バス窃盗図る　未遂容疑で２人逮捕　読谷（沖縄タイムス６月２１日）
読谷村内のバスターミナルに侵入し路線バスを盗もうとしたとして、嘉手納署は２０日、建造物侵入

と窃盗未遂の疑いで在沖米空軍嘉手納基地所属の上等兵クリストファー・ケルナー容疑者（２１）と

同所属の上等兵エバン・ミックヒュー容疑者（２０）を逮捕した。同署によると、２人は犯行当時、

酒に酔っており、大筋で容疑を認めているという。（後略）


